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本研究では、高校福祉科教育のたどった変遷を踏まえ、高等学校学習指導要領等の改訂後の高校
福祉科教育を担う教員養成について議論する。そのため、大学における教職「福祉」養成課程にあ
る福祉科教育法の授業計画（シラバス）並びにシラバス研究について検討した。
その結果、今後の福祉科教育法のシラバスは、①授業の方法としての［演習］の評価の構造化、
②教員と学生の双方向コミュニケーション・ツール化、③学生の自己成長エビデンス記録媒体化、
④学科ポリシーに連動した教育システムの可視化のためのツール化という諸点を克服できるよう総
合的な改善が求められる。そうした改善は、高校福祉科教育の高度化に寄与するツールの開発とな
り、福祉科教員をめざす学生と社会の期待に応えられるだろう。
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Ⅰ．問 題

1998年 7 月23日、理科教育及び産業教育審議会か
ら「今後の専門高校における教育の在り方等につい
て」が答申され、高等学校における専門教育課程に
教科「福祉」が登場した。その後、高等学校学習指
導要領が改訂され、2003年 4 月から教科「福祉」が
実施された。当時、福祉教育関係者は高校福祉科の
拡張に歓喜し、大学での社会福祉学教育への接続を
期待した。実際、全国で高校福祉科に学ぶ生徒は
2008年に 9万人を超え、高校福祉科教育の実態に即
した研究が加速化した。しかし、保住（2005）は、
大学教育における教職「福祉」の教員免許取得のた
めの教育指導法が、ソーシャルワークとケアワーク
のどちらを基盤とすべきかが混沌とし、福祉科教員
養成の教育内容と高校福祉科で学習される内容との
間に齟齬があることを指摘した。その後、田村(2008)
によれば、2007年の社会福祉士及び介護福祉士法の
改正により、高校福祉科教育の方向性が転換し、高

校福祉科の高度化と多様化が福祉業界の中で改めて
議論されるに至ったという。また、文部科学省は、
平成21（2009）年 3月に学校教育法施行規則の一部
改正と高等学校学習指導要領の改訂を行い、高校福
祉科で教育する専門科目を［ 7科目］から［ 9科目］
に再編し、平成25（2013）年度の入学生から年次進
行により高等学校学習指導要領等を実施し現在に
至っている。
本研究では、こうした高校福祉科教育のたどった
変遷を踏まえ、高等学校学習指導要領等の改訂後の
高校福祉科教育について議論する。特に保住が指摘
した内容が、10年を経た今、実際の大学教育の中で
如何なる状況にあるのかを、授業計画（シラバス）
を分析することから探索する。その上で、高校福祉
科教育を担う教員を養成する教職福祉科課程におけ
る福祉科教育法のための授業計画（シラバス）につ
いて、高校福祉科教育の高度化を視点として、その
有り方を提言する。
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Ⅱ．方 法

本研究は、文献及び資料研究とする。高校福祉科
における教育について研究並びに実践の蓄積を行っ
てきた日本福祉教育・ボランティア学習学会の年報
並びに学会誌及び出版物を福祉業界の英知の集積と
位置づけた。シラバス研究の動向については CiNii
Articles（国立情報学研究所）を用いて検索キー
ワード［シラバス＋構成要素］［シラバス＋構築］
［シラバス＋福祉］［シラバス＋特徴］で、国内の論
文（203本）を収集した。教職課程「福祉」を開設
している大学の情報については、文部科学省のホー
ムページから一覧を検索した後、各校のホームペー
ジにアクセスし、一般公開されているシラバスを収
集した。収集したシラバスはExcel に転記し、大学
名並びに担当教員名を匿名化し、ID を付した上で
分析を行った。

Ⅲ．結 果

(1) 改訂高校福祉科学習指導要領等の概要
文部科学省（2010）によれば高等学校学習指導要
領・福祉科の改訂の要点は、①教科の目標＝変更し
ない、②科目編成＝介護分野における多様で質の高
い福祉サービスを提供できる人材の育成や介護福祉
士にかかる制度改正への対応を行うため科目構成を
見直し、 9科目とした。③実施時期＝各学校の判断
により平成21年度以降、とされている。変更されな
い教科の目標は「社会福祉に関する基礎的・基本的
な知識と技術を総合的、体験的に修得させ、社会福
祉の理念と意義を理解させるとともに、社会福祉に
関する諸課題を主体的に解決し、社会福祉の増進に
寄与する創造的な能力と実践的な態度を育てる」で
ある。再編された 9つの科目の目標・内容・必要単
位数は、表 1のとおりとされている。

表１ 学習指導要領「福祉」の目標・内容等
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科 目 名 目 標 内 容 単位数

社会福祉基礎

社会福祉に関する基礎的な知識を習得させ、現代社
会における社会福祉の意義や役割を理解させるとと
もに、人間としての尊厳の認識を深め、社会福祉の
向上を図る能力と態度を育てる

(1)社会福祉の理念と意義
(2)人間関係とコミュニケーション
(3)社会福祉思想の流れと福祉社会への展望
(4)生活を支える社会保障制度

2～ 6

介護福祉基礎
介護を必要とする人の尊厳の保持や自立支援など介
護の意義と役割を理解させ、介護を適切に行う能力
と態度を育てる。

(1)介護の意義と役割
(2)介護福祉の担い手
(3)介護を必要とする人の理解と介護
(4)介護における安全確保と危機管理

2～ 6

コミュニケーション技術
コミュニケーションに関する基礎的な知識と技術を
習得させ、介護福祉援助活動で活用する能力と態度
を育てる。

(1)介護におけるコミュニケーション
(2)サービス利用者や家族とのコミュニケーション
(3)介護におけるチームのコミュニケーション

2～ 4

生活支援技術

自立を尊重した生活を支援するための介護の役割を
理解させ、基礎的な介護の知識と技術を習得させる
とともに、様々な介護場面において適切かつ安全に
支援できる能力と態度を育てる。

(1)生活支援の理解
(2)自立に向けた生活支援技術
(3)終末期・緊急時の介護

4～12

介護過程
人間としての尊厳の保持と自立生活支援の観点から
介護過程の意義と役割を理解し、介護過程が展開で
きる能力と態度を育てる。

(1)介護過程の意義と役割
(2)介護過程の展開
(3)介護過程の実践的展開
(4)介護過程とチームアプローチ

2～ 6

介護総合演習
介護演習や事例研究などの学習を通して、専門的な
知識と技術の深化、総合化を図るとともに、課題解
決の能力や自発的、創造的な学習態度を育てる。

(1)介護演習
(2)事例研究
(3)調査、研究

2～ 6

介護実習

介護に関する体験的な学習を多様な介護の場におい
て行い、知識と技術を統合させ、介護従事者として
の役割を理解させるとともに、適切且つ安全な介護
ができる実践的な能力と態度を育てる。

(1)多様な介護の場における実習
(2)個別ケアのための継続した実習 4～16

こころとからだの理解
自立生活を支援するために必要なこころとからだの
基礎的な知識を習得させ、介護実践に適切に活用で
きる能力を育てる。

(1)こころとからだの基礎的理解
(2)生活支援に必要なこころとからだのしくみの理解
(3)発達と老化の理解
(4)認知症の理解
(5)障害の理解

2～12

福祉情報活用

社会における情報化の進展と情報の意義や役割を理
解させるとともに、情報活用に関する知識と技術を
習得させ、福祉の各分野で情報及び情報手段を主体
的に活用する能力と態度を育てる。

(1)情報社会と福祉サービス
(2)情報モラルとセキュリティ
(3)情報機器と情報通信ネットワーク
(4)福祉サービスと情報機器の活用

2～ 4



表２ 介護福祉士養成課程における関連科目の目標・内容等

なお、介護福祉士養成課程における関連科目の目
標・内容等を抽出すれば、表 2のとおりである。
表 1と表 2の内容に重なりが多いことが了解でき
る。国は、高校福祉科における専門科目教育を職業
教育（キャリア教育）と位置づけ、高校における就
業体験を実習に読み替えられることとしている。教
職「福祉」の免許を取得するために取得しなければ
ならない「教科に関する科目」は、教育職員免許法
施行規則第 5条において、①社会福祉学（職業指導
を含む。）、②高齢者福祉、児童福祉及び障害者福祉、
③社会福祉援助技術、④介護理論及び介護技術、⑤
社会福祉総合実習（社会福祉援助実習及び社会福祉
施設等における介護実習を含む。）、⑥人体構造及び
日常生活行動に関する理解、⑦加齢及び障害に関す
る理解とされ、それぞれ１単位以上計20単位を修得
するものとされている。
高等学校学習指導要領の改訂後の高校福祉科の教
育内容は、保住が指摘した「ケアワーク教育」に親
和性がある。また、高校福祉科の教育を行うための
教員養成の教科科目も「ケアワーク」を主体とした
組み立てになっている。制度上、高校福祉科の教育
並びに高校福祉科教員養成は、ともに「ケアワーク」
に傾倒している。

(2) シラバス研究の到達点
高校福祉科教育を担う教員は、教育職員免許法等
に規定される教科及び教職に関する所定の科目の単

位を取得し大学を卒業していなければならない。そ
こでこの節では、高校福祉科教育を担当するための
教育課程及び指導法に関する科目が、当該教育課程
を有している大学においてどのような内容によって
教育されているのかを検討する。福祉科教育を指導
するための教職に関する科目は、福祉科教育論や福
祉科教育法という科目名称で開講されていることが
多い。開講されている科目がどのような内容で行わ
れているのかを知るためには、授業計画（シラバス）
が参考になる。中島（2016）によれば、授業設計図
であるシラバスが充実していることで、教員は安心
して授業が進められる。一方、学生は充実したシラ
バスを読むことで学習への動機付けを高め、自分が
現在取り組んでいる課題がどこに向かうためのもの
かを知ることができ、授業に積極的に参加すること
ができ、学生の高い学習成果につながるとする。シ
ラバスは、大学や教育プログラムの質や適格性を評
価する際に用いられ、大学基準協会や大学評価・学
位授与機構、並びに日本高等教育評価機構も、評価
の基準の一つとしている。このことからシラバスと
は、作成した教員個人だけではなく、組織全体の評
価につながる、公表された尺度であることを認識し
ておく必要がある。
わが国におけるシラバス研究には、いくつかの特
徴がある。第 1にシラバスの定義に関わる研究があ
り、那須（2009）は①狭義のアプローチと②広義の
アプローチを区分した。後者には活動の選択に関わ
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科 目 名 目 標 内 容 単位数

介護の基本

「尊厳の保持」「自立支援」という新しい介護の考え
方を理解するとともに、「介護を必要とする人」を、
生活の観点から捉えるための学習。また、介護にお
ける安全やチームケア等について理解する。

(1)介護福祉士を取り巻く状況、役割と機能
(2)尊厳を支える介護、自立に向けた介護
(3)介護を必要とする人の理解
(4)介護サービス、介護実践における連携
(5)介護従事者の倫理、安全の確保とリスクマ
ネジメント

12

コミュニケーション技術

介護を必要とする者の理解や援助的関係、援助的コ
ミュニケーションについて理解するとともに、利用
者や利用者家族、あるいは多職種協働におけるコ
ミュニケーション能力を身につける。

(1)介護におけるコミュニケーション
(2)介護場面における利用者・家族とのコミュ
ニケーション

(3)介護におけるチームのコミュニケーション

4

生活支援
尊厳の保持の観点から、その人の自立・自律を尊重
し、潜在的能力を引き出し、見守る、適切な介護技
術を習得する。

(1)生活支援
(2)自立に向けた居住環境の整備、身じたく・
移動・食事・入浴・排泄・家事の介護

20

介護過程
他の科目で学習した知識や技術を統合して、介護過
程を展開し、介護計画を立案し、適切な介護サービ
スの提供ができる能力を養う。

(1)介護過程の意義
(2)介護過程の展開
(3)介護過程の実践的展開
(4)介護過程とチームアプローチ

10

こころとからだの理解
介護技術の根拠となる人体の構造や機能及び介護
サービスの提供における安全への留意点や心理的側
面への配慮について理解する。

(1)こころとからだのしくみの理解
(2)身じたく・移動・食事・入浴・排泄・睡眠・
死にゆく人のこころとからだのしくみ

8



る方法論が含まれている。第 2に情報発信媒体とし
てのシラバスの研究がある。伊東・島松・廣川（2006）
はWeb シラバスによる情報ライブラリーの構築を
提言した。松崎・徐（2009）は、時間割をベースと
する授業関連情報のポータルシステムを構築する
際、シラバスが学生側と教員側を橋渡しすると指摘
した。堀・西森・今井・中山（2013）はシラバスを
活用して年々変化する大学の授業科目の多様性や内
容の変化を掌握し、科目間ネットワークの構築が求
められると指摘した。北村（2016）はシラバスを受
験生に公開し、各学科・コースの特徴が反映されて
いることや成績評価の方法と結びつけている。第 3
にシラバスを改善し、授業の組み立ての理論化、授
業マネジメントのための研究がある。大池（2009）
は、学生によるフィードバックと授業改善が継続的
にサイクルのように作用することにより授業が改善
するとし、その改善が反映されているのが授業シラ
バスであるとした。そして第 4にシラバスを活用し
た授業改善の実践事例研究がある。腰山（2006）は、
実習の前後におけるシラバスの修正を構想し、授業
者の資質と特徴を最大限に発揮する方法を報告して
いる。堀・中山・今井（2011）は、時間割作成を制
約充足問題と捉え、個々の学生の興味、学習戦略を
シラバスに出現するキーワードを用いてユーザープ
ロファイルするモデルの構築を実践報告している。
福田・屋台・釜土（2015）は、介護福祉士養成校に
おけるコアシラバスを活用した授業改善の事例を報
告している。坂井（2014）は、Web シラバスシス
テムをプラットフォームとして「教育課程の有機的
な体系化」と「教員間の組織的な協働」を強力に推
進する必要性を報告している。
ここから見えてくるシラバス研究の到達点は、第
1にシラバスは、大学における授業マネジメントの
一角に位置づけられ、当該科目の教育の内容等を
「公開」するツールである。第 2 に「公開」の方法
としてWeb 活用が主流となり、大学教育を教授す
る側の者（教員等）とそれを受けようとする側の者
（学生、あるいは保護者や高校教員）の ICT を創造
している。第 3にシラバスを活用した結果を踏まえ
て、学生のニーズに対応した授業改善の結果を反映
させた教材である。このことは中島（2016）の指摘
と共通している。すなわち、中島（2016）はシラバ
スとは「授業の雰囲気や教員の人柄を伝えるツー

ル」にもなり、「学生は、教員の意図に加えて授業
の雰囲気や授業に対する教員の熱意なども読み取
る」と、教員と学生とのコミュニケーション・ツー
ルとしてのシラバスの意義を指摘している。

(3) 教職福祉・福祉科教育法シラバス
文部科学省によれば、高等学校教員（福祉）の免
許資格を取得することのできる大学のうち、通学課
程において一種免許状（大学卒業程度）がとれる大
学は、109校である。文部科学省が示した一覧表を
もとに、逐一各大学のホームページを検索し、公開
されているシラバスを収集した（2016年11月～12月。
収集できたシラバスは2015年度版ないし2016年度
版）。とくに本稿の課題とする教職福祉における「教
職に関する科目」である「福祉科教育論」や「福祉
科教育法」（以下「福祉科教育法等」という。）に焦
点を当て、シラバスを収集した。シラバス上で表示
されている項目は表 3のとおりであった。基本的に
はＡ4版で 2～ 3 頁に収められ、科目担当教員から
学生へのメッセージが記述されていた。

表３ 福祉科教育法等のシラバスに含まれる項目

次にシラバスに記述されている具体的な内容を見
ていく。調査対象とした大学の表 3で示した各項目
についてExcel シートに落とし込み、その後、テキ
ストデータを IBM SPSS Analytic for Surveys 4、0
で集計並びにカテゴリー分析を行った（表 4～表 7、
図１）。
表 4 の結果より、調査の対象とした科目が、［教
育＋指導＋教科］に関わる科目であり、受講者の教
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開講番号、講義コード、対象学生、年度、科目名、
開講期間・曜日・時限、担当者氏名

履修年次、単位数、科目分類、分野系列、履修条件、
事前登録の有無、教職課程関連科目表示

授業の概要、テーマ、副題、ねらい、履修しておく
ことが望まれる科目、キーワード

学習上の到達目標、授業の方法、達成評価指標、授
業形態、学習方法、教育方法、授業計画

授業時間外の学習の目安、自己学習、授業の運営方法、
担当教員からのメッセージ、履修者上限

評価基準、成績評価の方法・比率（％）、フィードバッ
クの方法、オフィスアワー、質問・相談等

テキスト、参考書、参考 URL、実習材料費等、他学
部・他学科受講可否、単位互換、外部リンク
留意点、その他特記事項



員としての［資質＋知識＋意義］を向上させ、［高
等学校教員免許＋学習］であることがわかる。すな
わち、示されているシラバスから、当該内容に関す
る例文を示せば、次の通りである。
高等学校における教科「福祉」教員免許取得を
めざす者を対象として、福祉について教え伝え
ることの意味や目的、福祉教育の意義を考えな
がら、福祉科教育の理論と実際について学ぶ。
特に、高等学校福祉科の理念や指導内容等につ
いての基本的理解、学生の福祉観の捉え直し、
福祉科の学習指導方法の体験的実践的理解をめ
ざしたい。

表４ 授業のねらい

表５ 授業の到達目標のカテゴリー（前期・後期）比較

授業の到達目標のカテゴリーを前期と後期で比較
してみると、表 5のようになる。特徴的なのは、後
期に［教材＋板書＋実習］が組み込まれ、高校福祉
科教育の概要を前期で学び、後期で具体的な教授方
法に焦点が当てられていることが伺える。具体的な
文例は次のとおりである。
（前期）高等学校の福祉科の教員免許状取得を
希望する学生に、福祉科教育の目的、方法、
教授に必要な指導技術の基本を体得すること

をめざす。授業の工夫や教材の検討、視聴覚
教材による授業分析など望ましい授業のあり
かたを考える。
（後期）高校福祉科の授業の内容と実際に目の
前にいる多様な生徒の生活や置かれている状
況の関係性に配慮しつつ、ふくし－ふだんの
暮らしのしあわせ－をどのように構築してい
くべきかを考え教授するのかを実践する力を
得ることを目標とする。
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カテゴリー 頻出度(％）
教育 90.0
指導 45.0
教科 40.0
資質 35.0
知識 35.0
意義 30.0
教員 25.0
学習 20.0
高等学校教員免許 5.0
高校の教科 5.0
演習形式 5.0
連携 5.0

前 期 後 期
カテゴリー 頻出度(％） カテゴリー 頻出度(％）

教育 33.1 教育 15.3
学習 21.7 学習 14.0
内容 18.5 授業 13.4
方法 17.8 指導 8.3
目標 14.0 作成 8.3
知識 13.4 実践 6.4
教材 12.1 教科 5.1
科目 10.8 方法 4.5
実践 10.2 科目 3.8
社会 8.3 評価 3.2
作成 8.3 教材 3.2
技術 8.3 活用 2.5
創設 6.4 板書 1.9
福祉科教育 5.1 実習 1.9
展開 4.5 概要 1.9
構成 4.5 教員 1.3
福祉科教員 4.5 科目ごと 1.3
力＋<> 4.5 年間計画 1.3
生徒 4.5 カリキュラム 1.3
資質 3.8 姿勢 0.6



1 ．板書計画や教材研究に丁寧に取り組むこ
とにより、生徒の興味・関心をひきつけるこ
とのできる学習指導案を作成することができ
る。 2．他者から模擬授業に対する評価を受
けることにより、自らの授業における改善点
を確認し、より良い授業が展開できるように
なる。 3．模擬授業を通して、次年度の教育
実習で活用できる授業を展開する。

授業概要に関するテキストデータをカテゴリー化
すると表 6のとおりであった。授業は［福祉］に関
することを学生が［理解］し、福祉課題を［主体的
に解決］し、［広く＋探求＋培う］ために行われる。

すなわち、「学習指導要領および同解説を材料とし
て高校福祉科設置の背景とともに教科『福祉』およ
び各科目のねらいを理解する。あわせて、教授法に
関する具体的な知識と技術の獲得をめざし、模擬授
業や教材作成を行う。」と示され、共通性が高かった。
授業の（指導）方法について、カテゴリー化して
みると［形式＋<>］［学習＋<>］［アクティブ・ラー
ニング］［実習］［参加］［課題・レポート］が抽出
された。形式には［講義・演習・実習］を含み、学
習には［教材・予習・復習・学習指導要領］が含ま
れていた。

表６ 授業概要のカテゴリー 表７ 予習・復習のカテゴリー比較

予習・復習に関するカテゴリー比較を行ったとこ
ろ、表 7のとおりであった。予習については、様々
な社会資源や関連する多くの資料から情報を得、生
徒理解の準備をさせようとしている。その一方で復
習においては授業での［学習＋ノート＋要点］をま
とめ、報告できるようにすることが求められている
という共通点が認められた。予習の項目の記載を具
体的に見ておくと次の通りである。
予習・復習を前提として授業を進める。よって、
最新の社会福祉の動向把握に励み、実習指導室
内の福祉新聞、統計資料、社会福祉小六法、視
聴覚教材、各種参考文献等を積極的に活用する。
また、近年の学校教育関連制度の動向を把握し、
「教育と福祉の協働」についての関心を深める。
さらに、地域活動への参加、ボランティア活動
等を通して、児童生徒をはじめ異なる世代の
人々と交流する機会を積極的に持ち、基本的な
信頼関係形成力及びコミュニケーション力を身

につけるように努める。
1．専門教科「福祉」教員免許を取得希望の学
生だけでなく、将来ボランティアコーディネー
タや児童福祉などに関わる人にも有益な科目で
あると思われる。 2．本講義と並行して、介護
技術を修得することが望まれる。 3．教科指導
と生徒理解の為に、教室外での学習活動（フォー
ラムや学会への参加と学生企画への参画など）
を推奨する。

科目における毎回の授業内容についてまとめる
と、図 1のように整理できた。どの大学においても
前期・後期の区分があり、前期第１回は「オリエン
テーション」、15回目に「まとめ／総括」が行われ
ている。後期においては第 1回目に「オリエンテー
ション」が行われるケースと講義から始まるケース
に二分されていた。
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カテゴリー 頻出度(％） 予 習 復 習
福祉 95.0 カテゴリー 頻出度(％） カテゴリー 頻出度(％）
理解を深め＋<> 7.5 社会＋<> 12.5 学習＋<> 60.0
主体的に解決し＋<> 5.0 新聞＋<> 12.5 ノート 40.0
広く＋<> 2.5 作成 10.9 授業後 20.0
探究する＋<> 2.5 関連＋<> 9.4 要点 20.0
培う＋<> 2.5 生徒＋<> 9.4 報告 20.0

課題 7.8
教科 6.3
コミュニケーション 4.7
技術＋<> 4.7
資料＋<> 4.7



1回 オリエンテーション～社会福祉を取り巻く現状と課題

2回 教科「福祉」創設の背景と経緯について
Ⅱ型

3回 「福祉科」教育の理念と意義について

4回 福祉科の指導法の概要
Ⅲ型

5回 学習指導要領改訂の経緯と内容について

6回 教科「福祉」のねらいと各科目の内容

7回 「社会福祉基礎」の目標とその指導法

社会福祉学と「福祉」教科

福祉教育実践史に学ぶ　 

理念の解説について(ノーマライゼーション）

理念の解説について（インクルージョン）

社会福祉法制について

8回 「介護福祉基礎」の目標とその指導法

9回 「コミュニケーション技術」の目標とその指導法

10回「生活支援技術」の目標とその指導法

11回「介護過程」の目標とその指導法

12回「介護総合演習」の目標とその指導法

13回「介護実習」の目標とその指導法

14回「こころとからだの理解」の目標とその指導法

15回「福祉情報活用」の目標とその指導法

16回 学習形態と指導方法

17回 教材の開発と工夫

18回 教科「福祉」学習指導案作成（1） 

19回 教科「福祉」学習指導案作成（2） 

20回 模擬授業とその評価・討議（1）｢社会福祉基礎」 

21回 模擬授業とその評価・討議（2）｢介護福祉基礎」 

実践理論の授業

実習と実習指導について

指導案・時案について

授業運営のあり方

年間指導計画の検討と学習指導案の作成

計画・準備・実施・評価

指導案の書き方と進め方

学習指導案作成

教材準備

授業における教師・生徒間の相互作用

授業における教材解釈と認識の変容

福祉科指導における学習集団の学習支援

福祉科授業の分析

福祉科授業の組み立て・構成

福祉科指導案の作成手順

福祉科指導案作成の実際

福祉科授業の実施準備

22回 模擬授業とその評価・討議（3）｢コミュニケーション技術」 

23回 模擬授業とその評価・討議（4）｢生活支援技術」 

24回 模擬授業とその評価・討議（5）｢介護過程」 

25回 模擬授業とその評価・討議（6）｢介護総合演習」 

26回 模擬授業とその評価・討議（7）｢介護実習」 

教材研究と模擬授業（アクティブラーニング・セブンクロス）

教材研究と模擬授業（アクティブラーニング・四段階討議法）

教材研究と模擬授業（アクティブラーニング・特定要因分析法）

教材研究と模擬授業（アクティブラーニング・コラージュ法）

27回 模擬授業とその評価・討議（8）｢こころとからだの理解」 
Ⅳ型

28回 模擬授業とその評価・討議（9）｢福祉情報活用」 

29回 福祉系高等学校の今後 

30回 まとめ ～福祉科教員の資質と能力

基　　本　　型

図１ 教職福祉・福祉科教育法等の毎時の授業内容

図１で整理できる毎時の授業内容の特徴は［基本
型］を軸として、数的にバラツキがあるものの［Ⅱ
型］［Ⅲ型］［Ⅳ型］に区分できた。基本型の特徴的
な授業展開は、①高校福祉科に関する歴史や趣旨及
び特徴、②学習指導要領に記載されている専門教科
「福祉」に関する内容や留意、③専門教科「福祉」
で教育する「 9科目」それぞれの目標やその指導法、
④教材研究、⑤教科に関する学習指導案、⑥模擬授
業、⑦教科と教員の将来展望（まとめ）となってい
る。Ⅱ型は、基本型の授業展開を生かしつつ、社会
福祉学の側面を強調する内容となっていた。Ⅲ型も
授業展開は講義から演習に向いつつ、教育現場で即、
活用できる教育実践に関する側面を強調した演習重
視の内容となっていた。Ⅳ型では、模擬授業の展開
方法にアクティブ・ラーニングを加え、かつアクティ
ブ・ラーニングの様々な手法の修得がめざされてい
た。Ⅱ～Ⅳ型を基本型に加味していこうとすると、
授業の展開方法や時間配分で工夫が必要であり、教
育指導方法の高度化が求められるだろう。

(4) 結 果
2010年の高等学校学習指導要領・福祉科の改訂は、

教科の目標に変更はないといわれるものの、科目編
成が介護分野における多様で質の高い福祉サービス
を提供できる人材の育成や介護福祉士にかかる制度
改正への対応を行うための科目構成の見直しとなっ
ており、ソーシャルワーク教育というよりはケア
ワーク教育に比重がおかれた教育となっていた。
大学教育の質保証あるいは評価基準の一角を占め

るシラバス研究は、大学における授業マネジメント
の進展、教育内容の「公開」ツールとして進化して
いる。その有り様はWeb 活用が主流となり、教育
をする側と受ける側との IT コミュニケーションを
創造する方向に進んでいる。そして、学生の事前学
習ツールとしてのシラバスは、授業改善や教材改善
に結びつき、双方向型の高度な教育を行うために欠
かせない教育上の位置づけとなっていた。
専門教科「福祉」を担当する教員養成課程におけ

る教職に関する科目「福祉科教育法等」は、事前
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学習を重視する半期科目として開講され、［半期
× 2＝通年］の積み上げ科目となっていた。同科目
のシラバスは共通する授業のねらいや到達目標のも
と、概ね［基本型］と［Ⅱ～Ⅳ型］に区分できる授
業展開がなされていた。同科目のシラバスの記載内
容からは、前記のような双方向型の高度な ICT 教
育へと、同科目の授業展開が進展しているのかは判
断できなかった。

Ⅳ．考 察

大学教育の改善のために ICT利用の活性化をめ
ざす公益社団法人私立大学情報教育協会は、ICT
利用教育改善研究発表会を2017年度においても開催
した（期日：2017年 8 月 9 日）。この発表会におい
て金沢工業大学の山本（2017）は、「学びの可視化
と多様なアクティブラーニング（＝AL）を支援する
e-シラバスの構築」を口演している。金沢工業大学
は学生の「自己成長シート」で学生自らが自己の成
長を確認し、「ポートフォリオシステム」で教員と
の双方向性を確保してきた実績がある。それに加え
て「e-シラバス」を構築し、学生一人ひとりが毎時
の授業に、どのように「参加」し、どのような成果
を上げたのかをつぶさに電子媒体上に記録できるよ
うになったのである。そして、「e-シラバス」への
記録は個々の学生の「キャリアポートフォリオ」と
して保存することもでき、学生個々が自己の大学生
活を一望できる。さらに蓄積されたデータは、学内
IRで分析し、将来的にはAI 的アプローチで解析し
ていくという。シラバス単体でみても、その記述は
Ａ4版 5頁にわたり、詳細な「達成度評価」や「評
価の要点」が記述されていた。金沢工業大学のこう
した取り組みをみると今後、シラバスは学生の授業
への参加度や到達目標への到達プロセスについて、
学生と教員の双方の合意により評価が行えるよう、
コミュニケーション・ツールとしての役割が高まる
だろう。また、シラバスによりチェックできる内容
は、教員からの「お知らせ」ではなく、学生の学び
と人間としての成長の記録を証明する「エビデンス」
化し、「教員の制作物」から「学生の所有物」へと
転換していくのではないだろうか。そうした方向で
シラバスの IT化は進行している。例えば、眞喜志
（2008）はWeb 版のシラバス型パスファインダー

を作成し、ニーズ把握とコミュニケーションの深ま
りに活用している。田村（2012）は、英語力に関す
る学生アセスメントを経て、その結果を踏まえた個
別教育シラバスを構築している。薫（2013）は、多
くの学生の支援システムがバラバラに運用されてい
ることを憂い、教育を提供する側と受ける側の価値
共創をめざす SDL（Service Dominant Logic）タイ
プの履修支援システムを試行している。伊藤・秋
政・青井ら（2014）は、表現活動に関する統合型シ
ラバスを構築し、学生が科目間の結びつきを視覚的
に理解しやすくしている。林・河島（2016）は、AL
の可視化に関する実践的研究を行い、ALの学習内
容をポイントに換算し、その得点をシラバスに明記
する学内制度を構築している。佐藤・八重樫・志水・
川嵜（2015）は、シラバスの可視化の試みとしてグ
ラフィック・シラバスの有効性を主張し、大学教育
における展開例を報告している。
こうした動きを見てくると、福祉科教育法等のシ
ラバス並びに教育方法は大きく転換を迫られている
ように考えられる。第 1にソーシャルワーク教育や
ケアワーク教育で重視される「演習」という名のAL
は、社会福祉教育において「評価しづらいもの」と
されてきた。しかし、他の学問領域に目をやれば、
そのような従来の常識は否定されなければならな
い。第 2にシラバスを、教育を提供する側と受ける
側との双方向コミュニケーション・ツールに変換し
なければならない。そして金沢工業大学の試みのよ
うに、シラバスを学生の所有物、自己成長のエビデ
ンス記録に転換するシステムとして位置づけていく
こと。最後にシラバスは単体科目で終結するのでは
なく、カリキュラムポリシーやディプロマポリシー
と連動して進化していくシステムのツールでなけれ
ばならない。これら 4点において、福祉科教育法等
のシラバス並びに教育方法は課題をクリアし、学生
と社会が求める教育成果を可視化していかなければ
ならない。

Ⅴ．結 論

本研究では、高等学校学習指導要領等の改訂後の
高校福祉科教育を担う教員を養成する教職福祉科課
程における福祉科教育法のための授業計画（シラバ
ス）について検討した。その結果、上記考察で示し
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たように福祉科教育法等のシラバスの高度化は、①
[演習]の評価の構造化、②シラバスの双方向コミュ
ニケーション・ツール化、③シラバスを学生の自己
成長エビデンス記録媒体化、④学科ポリシーに連動
した教育システムの可視化ツール化という諸点を克
服し、高校福祉科教育の高度化に寄与するツールと
して、学生と社会の期待に応えられる内容に高めて
いかなければならない。
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Research on Syllabus for Sophistication of
High School Welfare Department

Jun MIYAJIMA

Summary

In this research, Review of education change in high school welfare department was reviewed. And

education guidelines for high school changed, we discussed how education in high school welfare department

changed. I would examine how the teacher at the high school welfare department was educated. In

particular, I examined syllabus on teaching profession = the welfare department education method and

syllabus studies.

As a result, the syllabus of the future welfare department education law is divided into three categories: 1)

structuring the evaluation of exercise as a method of class, 2) interactive tooling for communication of

teachers and students, 3) student’s self-growth evidence formation of recording medium, 4) tools for

visualization of the educational system linked to the department policy. Implementing suggested

improvements is the development of tools that contribute to sophistication of high school welfare department

education. In addition, it will meet the expectations of students aiming for welfare department teaching and

society.

Keywords：High school welfare department, Education method, Syllabus
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